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変異株の拡大とクラスターの多様化にも拘わらず緊急事態宣言
が解除され、新型コロナウイルス感染症の再拡大が懸念されてい
ます。病院・施設への訪問や従来のような対面での協議も困難で
関連職種間の情報共有が不十分な状況が続いています。今後の
感染防止策も踏まえて，地域包括ケアシステムもさらなる対応が
求められており、これまで培った多職種連携ネットワークを生かし、
「今こそ地域の力」を集結発揮するための新たな取り組みが必要
と思われます。
昨年の診療報酬改定で業務の効率化に資するＩＣＴの利活用とし

て、これまでの「やむを得ない事情により参加できない場合」に限定されていた情報通信機器を用
いた退院共同指導（以下Web退院前カンファレンス）が、「必要に応じて」実施可能となりました。そ

んな中、多職種の関わりが必要な垂水でのケースで担当ケアマネジャーと地域連携室の協力の下、
退院前に病院と在宅スタッフを結ぶWebカンファレンスが開催され、私も診察室からオンラインで参
加することが出来ました。
神戸市医師会地域包括ケア委員会では「Web退院前カンファレンスの手順書」の作成を進めてお

りますが、垂水区でもさらに推進するための委員会を病院地域連携室と関係職種で開催する予定
で、医療介護サポートセンターも協働していくことになりました。

このような時だからこそ≪時間、距離、組織≫の壁を超え、「ピンチをチャンスに変える」繋がりへ
の取組みを拡げていきたいと考えております。

地域での医療介護連携強化のための中心的役割を担うセンターを目指して中澤、繩手の二人の
コーディネーターが身を粉にして頑張っておりますので、更なるご理解とご協力のほど、どうか宜しく
お願いします。

追：尖った冠羽とその縁までに至る黒い過眼線が美しく野鳥界の歌舞伎役者として有名なレンジャ
ク（連雀）ですが尾の先端が黄色をしているのがキ（黄色）レンジャク、赤いのがヒ（緋色）レンジャク。
日本には数年に1度、群で渡来する不定期な冬鳥ですが今年は当たり年で垂水区内の公園などで
も飛来情報が相次いでいます。西区の神出町では暖かな日差しの中、キレンジャクが咲き始めの桜
の花びら（蜜を吸っているのか？）を口にくわえていました（3月25日/2021撮影）。

垂水区医師会会長 ・ 垂水区サポートセンターセンター長 中村治正

「ピンチをチャンスに変える」繋がりへの取り組み

連雀（レンジャク）

「いちばんたいせつなことは、目に見えない」
ご存じの方も多いと思いますが、『星の王子さま』の一節です。新型コロナウィルス感染症がこ

の世界に生まれ、今まで当たり前だったこと、それができなくなったりすることで「たいせつなこ
と」が何なのか、それぞれにお感じのこともあるのではないでしょうか？
ウィズコロナの時代、サービス担当者会議、退院前カンファレンス、研鑽のための

研修等、オンラインスキルが必須のスキルになってきています。垂水区医療介護サポ
ートセンター様のご支援をいただき、地域で活動するケアマネジャー向けに「はじめ
てのオンライン体験会」を開催していただくこととなりました。オンライン活用は
まだ始まったばかりですが、まずは体験し、医療と介護が利用者の暮らしを支える
ために「たいせつなことはなにか」を考え、新たな連携を作り出していくためのきっ
かけとなればと思っています。

神戸市ケアマネジャー連絡会 垂水区世話人 林 義記

「いちばんたいせつなことは、目に見えない」



第7回 ケアカフェ ☕ 【テーマ】：「Withコロナと多職種連携」

✐第32回 在宅医療勉強会✎
日時：令和2年12月12日（土）14:00～16:00

参加人数 52名
藤井内科クリニックの藤井芳夫先生より骨粗鬆症の治療と予防について、名谷病院戎みどり氏により多職
種連携による骨粗鬆症マネ－ジャーの役割について、ご講義をいただきました。骨粗鬆症治療が継続され
ているのは19％と少ないそうです。骨粗鬆症マネージャーは、治療継続のための来院連絡、食事･生活･服
薬指導など、診療におけるコーディネーターの役割をされています。骨折の予防には食事療法･運動療法･
薬物療法がおこなわれ、カルシウムは1日600～800mgがめやす。カルシウム摂取は、牛乳以外にサプ
リメントでも良いとか。ビスホスホネート製剤は副作用で顎骨壊死がみられるため、服薬している事を歯
科医にお伝えするとよい。などのお話をされました。
≪アンケート感想より≫
・健康寿命を延ばす事、治療継続の大切さがわかった。
・骨折後や圧迫骨折など骨折リスクの高い人に、カルシウム摂取等のアドバイスに役立ちそう。

【演題】：多職種で支える骨粗鬆症 ～地域へ
つなぐ骨粗鬆症マネージャーの役割と活動とは～

令和2年度は、オンライン研修を4回実施しました。 ZOOM研修報告

日時：令和3年1月9日（土）14:00～16:00 参加人数 41名
感染管理認定看護師 神戸掖済会病院田口菊久子氏、神戸徳洲会病院 大坪道明氏を再びお迎えし、ミニ
講義をいただきました。その後ブレイクアウトルームで小グループに分かれ、「困っている事」「感染対
策」について、自由に話をしました。以下、悩みに対する回答をご紹介いたします。
Q：高齢者や認知症の方がマスクをしてくれない。
A：侵入経路は目鼻口のため、目鼻口を防護する。マスクをしてもらえない場合は、マスクとアイシールド

又はマスクとフェイスシールドの2重の防護をする。
Ｑ：訪問リハビリ時に手袋・フェイスシールド必要か。
Ａ：できればある方が良い。自分が感染しているかもしれない、自分がかかるかもしれないとの認識で

対応する。
Ｑ：ユニホームにアルコールを噴霧するのは、予防効果があるのか？
Ａ：噴霧するとウイルスが舞い上がり吸い込んでしまう。布・環境の場合でも噴霧は好ましくない。

どうしてもの場合は、布にアルコールを湿らせてユニホームを拭く方が良い。
≪アンケート感想より≫
・ざっくばらんに話せたのが良かった。
・講師の先生が順番に入ってきてくれ、質問ができてよかった。
・参加する時にしっかり意見や質問ができるように、準備が必要だった。

✐第33回 在宅医療勉強会✎【演題】：利用者・家族とのリスクコミュニケーション
日時：令和3年3月13日（土）14:00～15:30 参加人数 36名
NPO法人エナガの会副代表木村和弘氏をお招きし、ご講義をいただきました。
≪ヒントになった事は？ アンケートより≫
・1体1で膠着状態になり出口がみつからないような場合は、第3者を巻き込み
三角形の関係を作って対応をしてみる。

・じっくり向き合って表出されないサインを読み取ることを心がける。
・わかりやすい説明（図や写真）が大切
・4つのタイプ別を知った上で、クライアントへ寄り添い対応すること。
・契約時にラポール形成をするように努める。知識を実践して言語化する事を重ねる事で技術は発達する。
・五感で感じる事の大切さを再認識できた。家族だけでなく自身がどのタイプであるかを知ること。客観的
に見ながらも感情も大切という講師の事例がわかりやすかった。自身がこれまで関わった患者さんや家族
の顔を思い浮かべながら、講演を聞く事ができた。

今後の
活動予定

はじめてのオンライン体験会
日時：4月12日(月)～23日(金) 14：00～16：00
対象：垂水区内ケアマネジャー
会場：垂水区医療介護サポートセンター事務所

(垂水区医師会館2階）

神戸市ケアマネ連絡会垂水区世話
人様との共催です。
お気軽にお立ち寄りください。
ホスト体験してみませんか？

自己主張

感情表出



1.入室する。 研修招待メールのURLをクリック 又は ID・パスコード入力

【研修・会議前日までの準備】 Zoomのソフトが入っていなければダウンロード下さい。

【ZOOM 研修・ZOOM会議参加手順】

【メール例】
Zoomミーティングに参加する
https://zoom.us/j/XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
ミーティングID: 9XX XXXX XXXX
パスコード: XXXXXXXX

【研修・会議当日の手順共通編】

方法1 クリック

方法2 Zoomソフト（アプリ）
起動後、ID.パスコード入力

【パソコン編】

①下部の参加者アイコンをクリック ②詳細をクリックすると名前変更が表示される

4.マイクのアイコンに斜線が入っている時は自分のマイクがOFFとなっている）

3.ビデオのアイコンに斜線が入っている時は自分のカメラがOFFとなっている

5.この部分をクリックし、オーディオ設定⇒「スピーカー・マイクをテスト」。音声の確認ができる。

6.チャットをクリックすると、他の参加者に連絡できる。
右横の数字は、4件チャットが入っている。
アイコンをクリックするとチャットができる。

8.リアクションをクリックすると、下記画面が出てくる。
希望のアイコンをクリックし、

気持ちを伝えましょう。

9.画面を切り替え方。

拡大

スピーカービューかギャラリービューか選択する。

7.退出時は、終了をクリックする

スピーカービュー ＝ 話している人がアップになる画面
ギャラリービュー ＝ 参加している人全員が映る画面

2.氏名（所属名）を入力する。



【スマホ編 iPhoneの場合】

※イヤホンを装着して視聴されると、同じ部屋で2種類の機器を使用していても、
ハウリングが起こりにくいです。

1.ID・パスコード入力 2.名前の変更

退出時はここ

スマホの場合は、ギャラリービューでも4人のみ表示
右から左に画面を移動させると他の人も表示される。

【タブレット編 iPadの場合】

退出時はここ

スピーカービュー
ギャラリービュー
の切り替えはここ

タブレットの場合は、
ギャラリービューでは、
数名が表示されます。

編集後記：
ZOOMに慣れたかなと、しばらく触っていないと画面が変わっているのです。めちゃ焦る自分がいます。
ZOOMはどんどん進化しているよう。ケアマネ連絡会とサポートセンター共催の、「ZOOM体験会」で、
「また忘れた～ そうやった～」と、楽しく操作の練習ができればいいですね。お待ちしております！


